
被爆者を励ます集いのご案内

１９４５年８月６日、９日の広島・長崎への原爆投下から、７０年

が経過しました。

原爆は一瞬にして二つの都市を破壊しつくし、その年のうちに２０

万余の市民の命を奪いさりました。人間として死ぬことも、生きるこ

とも許さない「この世の地獄」でした。生き延びた被爆者たちも、長

年にわたって病と心の傷に苦しんできました。

被爆者の平均年齢は、８０歳をこえ、多くの被爆者が核兵器のない

世界を見ることなく亡くなっています。

被爆の実相を受け継ぎ、核兵器廃絶を一刻も早く実現することが、

私たち市民の使命といえます。

お弁当を食べながら、テーブルに分かれて、被爆者のお話しを聞きます。普段はなかな

か聞くことができない、被爆者の方のお話しをじっくり伺うことができます。

また、青年の皆さんを中心に、被爆者支援、核兵器廃絶に向けたリレートークも行いま

す。

どなたでも参加できます。是非ご参加をお願いします。

と き １２月２０日（日）１１時～１４時
ところ 愛知・民主会館２階

名古屋市東区葵1-22-26 地下鉄「新栄」駅下車徒歩すぐ

かいひ ５００円（お弁当代）

被爆者支援，被爆行政の転換，核兵器廃絶をめざす

あいち被爆者支援ネットワーク 愛知県原水爆被災者の会（愛友会）

TEL 052-325-7901 FAX 052-325-7902 aiyuukai@piano.ocn.ne.jp

（結審日のお知らせ）

2016年３月３日（木）

１５時３０分～（予定）
名古屋地方裁判所大法廷

愛知の被爆者４名が自分の病気が原爆

が原因であることを認めてほしいと、国

を相手に、ノーモア・ヒバクシャ愛知訴

訟をたたかっています。裁判傍聴にお出

かけください！ 署名にご協力ください！


